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６月までの休館日
5/13（月）・20（月）・27（月）
6/3（月）・10（月）・17（月）・24（月）

開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

●
梅
津
香
織
・
文
屋
小
百
合

　ソ
プ
ラ
ノ・
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
い

　つ

　6
月
2
日（
日
）

　
　
　
　
　午
後
1
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で

　文
化
伝
承
室

▼
伴

　奏

　月
の
カ
ケ
ラ 

ほ
か

▼
会

　費

　5
0
0
円

　
　
　（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
定

　員

　50
人

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申

　込

　必
要
。
あ
ゆ
ー
む
ま

　で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　生
演
奏
の
伴
奏
で
、
み
ん
な
で

楽
し
く
歌
を
う
た
い
ま
し
ょ
う
。

● 

第
14
回

▼
い

　つ

　５
月
18
日
（
土
）
〜

　6
月
23
日（
日
）

　午
前
9
時
〜
午
後
7
時

▼
ど
こ
で

　ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
休
館
日

　月
曜
日  

▼
観
覧
料

　一
般
個
人
2
0
0
円

　高
校
生
以
下
無
料

▼
主

　催

　梅
津
五
郎
没
後
10
周

　年
記
念
企
画
実
行
委
員
会
、

　白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

　あ
ゆ
ー
む

　没
後
10
周
年
を
記
念
す
る
企
画

展
。当
館
収
蔵
品
に
加
え
、梅
津
家

▼
い

　つ

　5
月
26
日（
日
）

　午
後
2
時
開
演（
午
後
1
時
30
分

　開
場
）

▼
ど
こ
で

　ホ
ー
ル

▼
演

　奏

　

　梅
津
香
織
さ
ん（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

　文
屋
小
百
合
さ
ん（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

　東
由
輝
子
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

▼
入
場
料

　

※

全
席
自
由

　一
般
前
売
券  

2
5
0
0
円

　（当
日
券
3
0
0
0
円
）

▼
定

　員

　2
0
0
人

▼
主

　催

　

　白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
チ
ケ
ッ
ト

　あ
ゆ
ー
む
、中
央
公

　民
館
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ

　あ
ゆ
ー
む

※

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

　だ
さ
い

こ
れ
も
梅
津
五
郎
没
後
10
周
年

を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
。画
伯
の
孫

の
梅
津
香
織
さ
ん
と
、町
出
身
の
文

屋
小
百
合
さ
ん
、二
人
の
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
・
オ
ペ
ラ
の
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
に

よ
る
待
望
の
競
演
。

▲《新宿の夜の灯》2002

所
蔵
の
大
作「
新
宿
の
夜
の
灯
」他
、

小
品
、デ
ッ
サ
ン
、ス
ケ
ッ
チ
帳
、色

紙
な
ど
を
展
示
。梅
津
五
郎
の
ア
ト

リ
エ
の
イ
メ
ー
ジ
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前

室
に
再
現
。「
熱
き
血
潮
の
画
家
」と

言
わ
れ
る
梅
津
五
郎
の
世
界
を
く

ま
な
く
紹
介
す
る
。

●
梅
津
五
郎
の
世
界
展

　
　
　

    　
　

熱
き
血
潮
の
画
家

〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

　

総
合
学
科
特
有
の
授
業
も
始
ま

り
ま
し
た
。「
産
業
社
会
と
人
間
」

と
い
う
科
目
で
す
。
１
年
間
か
け

て
自
分
の
生
き
方
を
み
つ
め
て
い

く
授
業
で
す
。
手
始
め
に
「
集
団

づ
く
り
」
や
自
己
理
解
テ
ス
ト
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
合
学
習

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
折
に
触
れ

て
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　

入
学
か
ら
１
ヶ
月
が
経
過
し
、

授
業
や
部
活
動
な
ど
、
生
徒
は
充

実
し
た
生
活
を
送
り
始
め
ま
し

た
。
総
合
学
科
と
い
う
新
し
い
魅

力
を
加
え
て
今
後
さ
ら
に
「
地
域

の
学
校
」
と
し
て
の
ご
期
待
に
応

え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
御

支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

４
月
９
日
、
新
入
学
生
65
名
を

迎
え
て
総
合
学
科
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
創
立
65
周
年
の
節
目
の

今
年
度
、
新
し
い
荒
砥
高
校
の
歴

史
の
始
ま
り
で
す
。

　

２
年
生
、
３
年
生
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
の
普
通
科
で
あ
り
、
総
合

学
科
と
し
て
の
学
習
は
１
年
次
生

だ
け
で
す
。「
１
年
次
生
…
？
」
聞

き
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
総
合

学
科
で
は
学
年
制
を
と
ら
な
い
の

で
、「
１
学
年
」
で
は
な
く
「
１
年

次
生
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

生
徒
も
職
員
も
、
慣
れ
な
い
呼
び

名
に
新
鮮
さ
を
覚
え
、「
総
合
学
科

が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
だ
！
」
と
気

持
ち
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

誓いの言葉を述べる樋口悠香さん

「産業社会と人間」のひとコマ

総
合
学
科
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

総
合
学
科
授
業
の
紹
介




